
児童・生徒の学習状況分析
更に工夫したい点

国
語

自分の考えを読み手に伝わるように具体的に書
くことが苦手である。

課題に沿って自分の考えを書かせる学習活動を行
い、文章を書く力の定着を図る。

・ 授業のまとめとして読書感想文・レポートなど
の課題に取り組ませ、観点別評価を行う。Ｃ評
価の人数を学年で１桁にする。

数
学

正負の数の計算を間違える生徒がある程度い
る。

ＩＣＴ機器や図を利用し、視覚的に考えられるよ
うにする。

・ 毎回の定期試験に、正負の数の四則を出題し
て、６０％の正答率を目標にする。

積極的な発言が多いが、発問の意図を理解でき
ていない生徒が見られる。また、道筋を立てら
れない生徒がいる。

論理的に考察ができるよう、ペアやグループでの
話し合いを通して、考え方を身に付けさせる。

・ 実験レポートに考察欄を設けて、Ｃ評価の生徒
を１０％未満にする。

前向きに授業に取り組んでいるが、内容の理解
が不十分な生徒がいる。

前時の授業内容の小テストを行い、内容の理解度
を把握する。

・ 学習のまとまりごとに小テストを行い、Ｂ評価
の生徒を８０％以上にする。

音
楽

全生徒がワークシートの記述などに丁寧に取り
組む。歌声はマスクの影響もあるがとても小さ
い。発言はいつも決まった生徒しか発言しな
い。

鑑賞の感想やワークシートの記述などを互いに読
み聞かせることで、自分の感じたことを抵抗なく
発表できるようにさせる。

・ 感想文の評価が８０％以上の生徒が、到達点の
Ｂ以上になるよう指導する。

美
術

見る力、感じる力、それを表現する力を更に伸
ばす必要がある。

デッサンを通して見る目を養わせ、平面構成を通
して調和を学ばせ、コラージュ画で素材を使う事
を理解させる。

・ 作品を提出させる。主体的に学習に取り組む態
度の評価が以前より上がる生徒を５％以上増や
す。

（男子）生徒のほとんどが強い意欲をもち、集
中力が高いため、技術の取得が著しく楽しく運
動を行っている。

３年間の習熟を目指して、授業の進め方や進度を
レクチャーし、グループでの活動を多く取り入
れ、主体的・対話的で深い学びを推進していく。

・ 集団行動をきちんと習得させて、個人の能力を
増幅させ、Ａ評価の生徒が全体の４０％以上に
なるようにする。

（女子）運動経験の多い少ないがあるが、授業
に前向きに取り組むことができる。数多くの運
動体験を目指し、運動技能を高める。

習熟度別に運動する内容を分け、個別指導を取り
入れながら補強運動後に各単元特有の運動を取り
入れ、様々な体の動かし方を習得させる。

・ 入学当初と比較して、運動が身に付いた成果が
出て、運動ができる実感を学年末までに、全体
の６０％以上の生徒が感じるようにする。

技
術

生活体験の少ない生徒が多く、工具や機械の正
しい使用方法が理解できていない。

演示やイラスト・動画などを多く取り入れ、正し
いやり方をトレースさせたりするなど、ていねい
に指導する。そのためのＩＣＴ機器（タブレット
端末など）の効果的な活用を進める。

・ 主体的に学ぶ内容に重点を置き、ワークシート
による点検で、Ｂ評価の生徒が６０％以上にな
るようにする。

保
健
体
育
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理
科

社
会

社会、特に歴史が苦手な生徒が多いことが授業
前のアンケートで分かった。

ＩＣＴ機器（モニター・実物投影機・ＤＶＤ）な
どの視覚による教材を使用することで、分かりや
すく、興味を引くような授業実践を行う。

学年末にアンケートを再び実施して苦手意識の
ある生徒を５％以上減らす。
・
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家
庭

生徒は住居の間取りについて、自分自身の快適
な暮らしの観点から考える機会がほとんどな
い。

家族生活の空間・個人生活の空間を考慮した上で、
オンライン教材を利用し、理想的な住まいの在り方
を考え実践に向ける。

・ 主体的に学ぶ内容に重点を置き、平面計画を立
てる内容で、Ｂ評価の生徒が６０％以上になる
ことを目指す。

外
国
語

多くの生徒が意欲的に学習に取り組んでいる。
「書くこと」に関して、課題がある生徒が多
い。

授業内で英語を書く課題を提示し、書くことに慣
れさせる。

・ 学期ごとにまとめの単語テストを行い、全員が
達成率８０％以上になるようにする。

特
別
の
教

科
　
道
徳

深い理解まで到達できず、ありきたりのことを
ワークシートに書いて終わらせてしまう生徒が
いる。

他人事にせず、主体的に自分の考えを深められる
ような授業の展開を工夫する。特に、導入で生徒
の興味・関心をひくことができるようにする。

・ 友達の意見を聞き、自分の考えを深めることが
できたか。（授業観察、ワークシートからの見
取り）

総
合
的
な
学

習
の
時
間

ドリームマップの作業などで、主体的に進めら
れない生徒がいる。

作業内容をあらかじめ順序だてて説明し、個別に
声掛けをするなど、個々の差を埋めるような指導
を工夫する。

・ 川越校外学習や職業調べにおいて、全員がそれ
ぞれのテーマについて調べ学習を行い、個人新
聞の形で作成し、発表・掲示する。


